
神奈川自然誌資料 6: 55～57, Mar. 1985 

1928年から1936年の聞に逗子で観察された鳥類

丸 猶丸 ・丸 武志

Birds Observed in Zushi between 1928 and 1936 

Naomaru MARU and Takeshi MARU 

逗子市は神奈川県の南東端に突き出た三浦半島の付 を記録していた（図 1）。 自然環境の変化とともに矧

恨の相模湾側に位置しており ，西は鎌倉市，北は縦浜 奈される鳥類は変わるだろう事を考えると戦前の記録

市，東は葉山町にそれぞれ固まれている。この地域の は大変興味深いと息われるのでここに報告することに

自然は池子や丘陵地にまだ多く残されてはL、るが，第 した。都市の自然環1完の変遷に関心を持っておられる
2次大戦以後の住宅地の拡大により戦前とは大きく変 方の一助になることを期待したい。

わってきている。特に田畑の多かった平野部はほとん 当時の記憶をたど って，その頃の様子を書き添えて

と宅地化されてしまった。 おく事は記録を見る上で役にたっかもしれなし、。簡単

＊者の一人丸猶丸は逗子で生れ，戦前はそこに在住 に記しておく。

していた。その当時から〔現在もそうであるが〕鳥に 昭和3～11年には逗子市は逗子 ミJIJミで， 国鉄がす

関心を持ち，自宅の周辺で捕獲したり， 観察した鳥類 でに通じていたが，京浜急行は京浜逗子駅まで開通し

図1 調査地域
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た頃であった。国鉄逗子駅周辺は現在のヒソレが立ち並

ぶIiどではないが， 家並がかなり多く， 逗子百］の中心

地と言える。しかし，他の平野部の大部分は田畑ある

いは草地であり， 海岸地帯は別荘地となっていた。京

浜急行逗子駅周辺はまだ湿地あるい；土田畑で， 多くの

セッカが繁殖し，冬期になるとホオアカ，タヒハ リ，

ツグミがたくさん見られた。池子は鳥が多い冴で， ヤ

マドリがホロを打ち，カケスが飛びかっていたと記憶

している。田越川は河口から東娘Ill喬付近までシギ類が

多数飛来し，カワセミが多く ，また夜になるとたくさ

んのコイサギが餌を探していた。海岸の別荘地！こは松

林が速なり ，カワラヒワが一年中多く 生息し， 冬期に

はキクイタダキがエナガやシジュウカラの群と共lこよ

く見られた。現在では想像も出来ないが，ガン（極は

不明だが〉の波る姿を見る事が出来た時代であった。

観察については，当時学生であったので学校から帰

ってから，あるいは休みを利用して週Jこ3～4回フィ

ーノレドに出かけて行った。海鳥類やシギ類は多く飛来

していたと恩われるが，双眼鏡を持つてなかったため

大部分は判別出来なかった。記録は捕獲し，そしてそ

れを標本にしたものと，直接姿か鳴き声で判別された

ものである。種名は当時黒田長市豊氏の図鑑によ って整

理したが，その後変わったものもあるので日本鳥傾目

録〔1974〕によ って改めてある。夏鳥，冬鳥，旅鳥？

迷鳥の分類は逗子を中心として行った。

目 録

カイツブリ Podicepsruficollisρoggei留

ウミウ Phalacrocornxfilamentosus冬

サンカノゴイ Botaurusstellaris （夏〉，少ない

オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus十，少ない

ゴイサギ Nycticoraxnycticorax （留〉

ササゴイ Butoridesstriatus夏，少ない

コサギ Egrettagarzetta旅，少なL、

オシドリ Aixgalericulata冬，少ない

マガモ Anasplatyrhynchosρlatyrhynchos冬

カノレガモ A向。s戸oecilorhynchazonorhyncha冬
コガモ Anasc何ccacrecca冬

ウミアイサ Mergusserrator冬

トピ Milvusmigrans lineatus〔留〉

オジロワシ Haliaeetusalbicilla迷

オオタカ Accipitergentilis冬，少ない

ハイタカ Aceψiternisus + 

ノスリ Buteobuteo jaρonicus留
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クマタカ Sρizaetusnipa!ensis orientalis ~ 

ハヤブサ Falcoρeregrinusjaρonensis旅

チョウゲンボウ Falcotinnunculus interstinctus冬

ウズラ Coturnixcotui nix jaρonica冬，少ない

コジュケイ Bambusκal，αthoracicathoracica （留〉
ヤマドリ Phasianussoeinme門間gii（留〉

キジ Phasianuscolchicus〔留〕

クイナ Rallusaquaticus indica冬，少ない

パン G.1llinulachloropus indicus冬，少ない

シロチドリ Charad円usalexand円nusnihonensis旅

コチドリ Charadriusdubius curonicus〔夏〉

ムナグロ Pluvialisdominica fulva旅

キョウジョシキ Arenatiainterβres interpres方t
メリケンキアシシギ Tiinga incana 1J長

キアシシギ Tringabrevzρes旅

イソシギ Tringahypoleucos旅

チュ ウシ ャクシギ Nume刀ius戸haeoρusvariegatus 1J長

ヤマシギ Scolaρaxrusticola冬

タシギ Gallinagogallinago galli向。go冬
アカエリヒレアシシギ Phalaropuslobatus』に II寺lこ

多い

ウミネコ Laruscrassirostris冬

コアジサシ Sternaalbifrons sinensis夏

ウミスズメ Synthliboramρhusantiquus }/!( 

キジバト Stre1りto1うeliaorieηtalis orientalis〔留〉

カッコウ Cuculuscanorus te／，φhonus旅，少ない

ツツドリ Cuculussaturatus hor sfieldi旅，少ない

ホトトギス Cuculusρolioceρhalus戸oliocephalus旅，

少ない

オオコノハズク Otusbakkamoena semitorques冬

アオパヅク Ninoxscutulata jaρo削ca（夏〕

フクロウ St円zuralensis〔留〕

ヨタカ Caρrimulgusindicus jotaka夏

ヤマセミ Cerylelugubris lugubris迷

カワセミ Alcedoatthis bengalensis （留〉， 多L、

アリスイ ］ynxtorquilla jaρonica冬，少なし、

アカゲラ Dendrocoposmajor ja抑制cus冬，ゴ、なL、

コゲラ Dendrocoposkizuki冬，少ない

ヒハリ Alaudaarvensis ja戸oniDα 留，少ない

ツハj Hi問 ηdorustica gutturalis （夏〕

キセキレイ Motacillacinerea robusta冬，多い

ハクセキレイ Motacillaalba冬

セグロセキレイ Motacillagrnndis冬

ピンズイ Anthushodgso削 hodgso削 冬，多L、



タヒバリ Authus s戸inolettaja戸onicus冬 ホオアカ Einberizafucats fucata冬

サンショウグイ Per’icrocotusdivaricatus旅，少ない カシラダカ Emberizarustica latzβiscia冬

ヒヨドリ Hyβszρetesamaurotis amaurotis （留〕 アオジ Embeiiza spodocφha laρer sonata冬，多し、

モズ Laniusbucephalus buceρhalus （留） クロジ Embe円zavariabilis冬，少なL、

キレンジャク Bombycillagarrulus方主 オオジュリン Emberizaschoeniclus戸＇Yrrhulina冬，

ヒレンジャク Bombyci/l,αjaρonica旅，多U、 少ない

ミソサザイ Tioglodytes ti oglodytes冬，少ない アトリ F打ngillamoηtifi ingilla冬

ノレリビタキ Tarsigercyanurus cy仰 urus冬 カワラヒワ Carduelissincia minor〔留〉，多い

ジョウピタキ Phoenicurusauroreus冬 マヒワ Cardueliss戸川町冬，少ない

イソヒヨドリ Monticolasolitarius〔留） ウソ Pyrrhulaρ＇Jrrhulagrisei ventris冬，少ない

トラツグミ Turdusdauma d仰 －eus冬 シメ Coccothraustescoccothiaustes ja仰向icus冬

アカハラ Tuidus chiysolaus冬 スズメ Passermontanus satu1 at us〔留〉

シロハラ Turdusρallidus冬 コムクドリ Sturnusρhilip戸ensis旅，少なし、

マミチャジナイ Turdusobscurus冬 ムクドリ Sturnuscineraceus （留〉

ツグミ Turdusnauma抑制 eunomus冬 カケス Gαrrulusglandarius jaρonicus冬

ウグイス Cettiadψhone cantans冬 ハシボソガラス Corvuscorone o門entalis（留〉

オオヨシキリ Acroce戸halusarundinaceus （夏〕 ハシプトガラス Corvusmacrorhynchos 0ρonensis 

メボソムシクイ Phyllosco戸usborealis旅 〔留〕

センダイムシクイ Phyllosco戸川 occψitalis旅 （ 〕は繁殖を確認、 十記録された季節が不明

キクイタダキ Regulusregulus jaρonensis冬 夏＝春一～夏に観祭 冬＝秋季～冬に観察

セッカ Cisticolajuncidis （夏〉，多い 留二一年中観察 旅二渡り鳥の季節に観察

キヒタキ Ficedula仰 rcissina旅 迷＝ l～2度観察

オオノレリ Cyanoptilacyanomelana夏，少ない 多い，少なし、は印象で，比較されたものではない。

エナガ Aegithaloscaudatus trivirgatus〔留〉，多L、

ヒガラ Parusater insularis冬，少ない

ヤマガラ Parusvarius varius十，少ない

シジュウカラ Parus1najor ma;or （留〉，多い

メジロ ZosteropsJ吋onicaja戸onica〔留〕，多L、

ホオジロ Emberizacioides cioρsis （留）＇多 L、
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